
令和8年8月
第29号

① 阿由里川の整備等について、住民説明会（矢吹町）を開催しました

〇矢吹町三城目地区住民のみなさんを対象に阿由里川の河道整備について、国・県それぞ
れの整備区間を合同で説明し、その内容について意見を伺いました。

阿由里川の整備

遊水地群の整備に向け地域の方々のご協力のもと、現在、用地協議や宅地代替地の工事、鈴
川橋等の工事、地内掘削（一部）等が進められているところです。
今回は、①阿由里川の整備等に係る住民説明会（矢吹町）の開催状況、②第３回地内利活用検

討会の開催状況についてお知らせします。

阿武隈川上流遊水地群整備事業に伴う
「阿由里川の整備等についての住民説明会」及び
「第３回阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会」について

開催状況
日 時：令和８年７月３１日（金）

（１部１5：００～ ２部18:30～）
場 所：三城目集落センター
参加者：１部２５名、２部１１名
説明者：福島河川国道事務所

福島県県南建設事務所
▲住民説明会の様子 ▲説明の様子

【阿由里川整備工事概要図】
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～裏面もご覧ください～

～説明会の資料から抜粋してお知らせします～

〇阿由里川において、阿武隈川合流点より上流の約
800m区間（阿武隈川の背水影響区間）は国及び福島県
と合併による河川整備を実施します。
※この区間の施工は、福島県で実施する河川整備の内容
も含めて、国で整備する調整をしております。
〇これより上流の約900mの河道整備は、福島県による
施工を実施します。
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～なお、説明会の資料につき

ましては、福島河川国道事務

所のHPに掲載しております～



【住民説明会での主な質疑応答】
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第３回阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会を開催しました。②

■検討会では事務局から令和７年度の取組内容の報告後、今後の地内利活用の進め方や令和８年度
の取組内容を提示した上で、委員により今後の方向性を議論いたしました。

■日時 ：令和８年７月３０日（木）13：30～15：30

■場所 ：鏡石町健康福祉センター「ほがらかん」

議事
（１）第５回・第６回作業部会の検討結果について

（２）第３回検討会の進め方・本日の話し合いのポイント

（３）令和７年度の取組内容の共有
・ゾーニングの方向性について（案）
・試験ほ場の取組状況
・阿武隈川緊急治水対策プロジェクトの変更

（４）今後の地内利活用の進め方について
・今後の地内利活用検討の進め方
・官民連携の概要

（５）令和８年度の取組内容について
・浜尾遊水地における官民連携の取組
・ＶＲツールの作成について

日時等日時等

主な意見主な意見

出席者出席者

▲川越委員長挨拶

▲検討会の様子

開催状況開催状況

敬称略）
・委員長 川越清樹（福島大学教授） ・矢口佳則（隈研吾建築都市
設計事務所）・若杉晃介（農研機構グループ長）・木賊正男（鏡石町
長）・蛭田泰昭（矢吹町長）・須釡泰一（玉川村長）・鈴木幸則（福島
県農林水産部技監）・野地重和（福島県土木部参事）・貝羽敦司
（福島県県中地方振興局長）・山内建史（福島県県南地方振興局
長）・山口正裕（福島河川国道事務所長）

東北地方整備局 福島河川国道事務所
阿武隈川上流緊急治水対策出張所

住所 : 福島県須賀川市花岡 ３４－２ー２階
電話 : 0248-63-9966
用地専用：0248-63-9968

【阿武隈川上流遊水地群整備のお問い合わせ先】

受付時間 平日 8：30～12：00

13:00～17:15

H
P

S
N
S

●遊水地内の利活用により営農を継続できるのかが地域の大きな関心事となっている。
耕作者の営農継続に対する不安を解消することが優先である。

●人・物・金の十分な根拠が示されなければ、有意義な検討はできない。
下流の理解を得ながら連携して財源を確保することを検討してほしい。

●官民連携による取組によって、利活用に係るすべての課題が解決するわけではなく、各課題に対して個別
具体的な対応が必要。官民連携を進めるとしても、その主体は国になるよう取り組んでほしい。

●３町村の地域振興を含めて、流域治水を行う上での国のグッドサンプルになるような議論をしていきたい。
●遊水地整備により街並みが変わってしまうことを懸念。景色、街並、故郷をつくるという視点が必要である。
●農地利用する場合は表土を適切に扱い、水管理や農機が走行できる地耐力などを考慮し造成することが重要。
●占用料の減免については、事例を踏まえ総合的に検討していきたい。


